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はじめに
ササクレヒトヨタケは、健康に良い機能性成分（エルゴチオネ

インなど）に富み、食味も良いことから、市場性が高いと考えら
れますが、現在、全国的にもあまり生産が行われていないキノコ
です。このことから、当研究所では、平成28年から栽培技術の開
発に取り組み、平成29年に空調栽培マニュアルを作成しました。
今回、さらに研究を進め、より詳細な生態的特徴、培地条件など
を加えた空調栽培マニュアル（第3版）として取りまとめました。

ササクレヒトヨタケとは
ササクレヒトヨタケ（Coprinus comatus）は、ハラタケ科ササ

クレヒトヨタケ属のきのこで春から秋にかけて草地や畑地などに
生えます。世界的に分布しており、ヨーロッパでは、コプリーヌ
と呼ばれ、高級食材として扱われています。
味やにおいに癖はなく、和風、洋風いずれの料理にも合います。

ササクレヒトヨタケの生態的特徴
ササクレヒトヨタケは、肥えた土壌から発生します。子実体は、

成熟すると傘が自己消化し（図-1）、黒インク状となることから、
幼菌段階で子実体を採取する必要があります。
菌糸伸長温度について試験を行ったところ、当研究所で選抜し

たササクレヒトヨタケ菌株では、25℃前後で菌糸の伸長が最大と
なり、35℃を超えると菌糸伸長が停止することがわかりました
（図-2）。

図-1.子実体（傘）自己消化の様子 図-2.培養温度と菌糸伸長量の関係

（参考文献：増補改訂版山渓カラー名鑑日本のきのこ，山と渓谷社，2011）



培地作製～容器詰め

菌床栽培方法

１．培地作製
基材には、木質系たい肥やバークたい肥などが利用できます。

また、栄養材には、米ぬかやフスマなどが利用できますが、米
ぬかが適しています。基材と栄養材の混合は容積比で５：１程
度、含水率は湿量基準で62％程度に調整します。当研究所で試
験を行った培地組成は、表-1のとおりです。

菌床栽培工程

２．容器詰め
通常の菌床栽培で行われている方法で行うことができます。

当研究所における試験では、ポリプロピレン製の菌床袋に2.5kg
詰めしました。

表-1.培地組成（例）

基材 栄養材

バークたい肥 米ぬか

62%

培地組成

（容積比）
含水率

基材：栄養材＝５：１ 5 1



菌床栽培方法

殺菌～発生処理

４．培養
当研究所において行った培養試験結果より、下記の培養条件

が適していると考えられました。

・培養温度：20～24℃
・光 条 件：暗黒下
・培養日数：60日

2.5kg菌床を20℃で培養した場合、40～45日程度で菌糸蔓延が完
了します。

５．発生処理（覆土）
発生処理として、覆土を行います。当研究所の試験では、覆

土材料に木質系たい肥を用いました。覆土の手順は、下記のと
おりとなります。

手順
①覆土が菌床表面からこぼれないようにするため、菌床表面よ
り少し上部で菌床袋をカットします。

②菌床の上面を薬さじなどで菌かきします。

③覆土の厚さが均一になるよう注意しながら、覆土資材で菌か
きした菌床表面全体を覆います。

図-3.発生処理（覆土）

３．殺菌・放冷・接種
通常の菌床栽培で行われている方法で行うことが可能です。



菌床栽培方法

７．収穫
収穫は、傘が膨らむ前の幼菌段階で行います。栽培温度が高

くなるほど、子実体発生までの期間は短くなりますが、子実体
の成長も早くなるため、こまめな収穫が必要となります。
収穫した子実体には、覆土資材が付着するため、互いの子実

体が汚れないよう、重ねず保管するなど、パック詰めまでの保
管に注意が必要です。
また、必要に応じて子実体下部の汚れなどをハサミなどで切

り落とし、パック詰めします。

図-4.収穫・パック詰め

栽培～収穫

６．栽培
当研究所において行った栽培試験より、下記の栽培条件が適

していると考えられました。

・栽培温度：18～21℃
・栽培湿度：92％程度

初回の収穫は、温度18℃・湿度92%程度で栽培した場合、発
生処理から約20日経過後より始まります。その後も継続して子
実体が発生します。1菌床あたりの収穫量は、 2.5kg菌床の場合、
初回発生と2回発生の合計で520～600g程度です。
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その他栽培上の注意点
子実体の取り残しは害虫の温床となるため、発生した子実体

は、確実に採取する必要があります。
また、キノコバエが栽培室内で発生した場合、ササクレヒト

ヨタケ菌床の覆土層がキノコバエの産卵場所となり、キノコバ
エの個体数増加に繋がる可能性があることから、キノコバエの
侵入を防ぐなどの対策が必要です。

菌床栽培方法

その他栽培上の
注意点


